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試算結果等） 

 



モデル見直しの評価

（ＰＳＴＮ－ＬＲＩＣモデルとＩＰ－ＬＲＩＣモデルの試算結果等）

平成29年11月

資料１



各モデルの試算結果（接続料原価への影響） 1

改良（８次）ＬＲＩＣモデル

現行（７次）ＰＳＴＮモデル 改良ＰＳＴＮモデル 改良ＩＰモデル

接続料原価 １，２４２億円
１，１８２億円

（▲60億円、▲4.8％）
８３２億円

（▲410億円、▲33.0％）

■各モデルの接続料原価への影響（平成２９年度接続料算定ベース）

※カッコ内は現行ＰＳＴＮモデルと比較した場合の差額及び比率。

○ 改良ＰＳＴＮモデルは、電力設備等の耐用年数の見直し等により５％の減少。

○ 改良ＩＰモデルは、交換機等のＩＰ化、ネットワーク構成の見直し、それに伴うデータ系サービスとの設備共用等により３３％の減少。

【改良ＰＳＴＮモデル】 【改良ＩＰモデル】

◎

GC局

RT局

IC局

◎

収容局

コア局 ◎中継系交換コスト 約５５億円

中継伝送コスト 約５５億円

端末系交換（ＧＣ相当）コスト
約５４０億円

端末系交換（ＧＣ以下）コスト
約５３０億円

中継系交換コスト 約１５億円

中継伝送コスト 約２５０億円

端末系交換（ＧＣ相当）コスト
約５３０億円

ＩＣ－ＰＯＩコスト 約３５億円
１，１８２億円

８３２億円
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